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　　　　　　　　　　平成２０年度　第３回　　　　　　　

市内５・６年生の選定委員さんたちが，月に４冊の本を読んで，年間で一番人気の高かった本に「うつのみやこども賞」を贈っています。
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●ユウは最初は怖がりだったけど，このキャンプをやって，いろんな人と出会ってとても変わったと思います。ぼくも行ってみたい。
●キャンプをしたくなりました。ロッククライミングの場面を読んで自分もやってみたくなりました。みんなで協力すると一人だけではできないことができるということがすばらしかった。

●リーダー同士の関係やキャンパとリーダー達のやりとりが面白かった。ナスカとエジソンの再会もキャンプの魔法だと思う。
●登場人物のあだ名が面白かった。こんな楽しいキャンプがあったら参加してみたいなと思った。
●エジソンとナスカが幼稚園以来の再会ができてよかったと思います。

●「氷石」の世界はどの時代なのかとても気になりました。
●千広と宿奈は同じ思いをしているから仲良くなれたんだと思います。安都は小さいのにすごいなと思いました。
●千広が安都やいろんな人によって明るく元気に成長していくところが良かった。
●宿奈を助けられた千広は心のやさしい人だと思った。
●千広と宿奈は同じような生活をしていて仲良くなれてよかったと思います。もしも仲良くなっていなかったら，千広は宿奈を助けられなくて死んでしまっていたと思います。

●プルーという，頭が白くて体が青いきれいなセキセイインコがいたらいいなと思いました。
●小鳥のプルーと裕太の会話が面白かった。
●鳥としゃべれるという設定が面白かった。お父さんが鳥にのりうつったのもおもしろかった。
●とてもいいお話でした。感動できました。
●特別な声ってどんな声だろうと思った。

●ひさしぶりにドキドキするお話でした。面白かったです。
●「山へ行くな」と言われても面白そうだからと山へ行ってしまうところが勇気があるなと思いました。
●姫なのにおとなしくない性格で，見えないようなものが見えたりするところが良かった。山がみ様を救えてよかった。
●山がか様と大きな男の戦いがすごかった。
●ふしぎな生き物がたくさんでてきて楽しかった。
●妖怪は怖いイメージがありましたが，ひとめちゃんやシワじいなど，山にすんでいる妖怪はやさしいのだなと思いました。

《今月選ばれた本》


「ぼくらのサマーキャンプ」


芝田勝茂／作（国土社）








「氷石」


久保田香里／作　（くもん出版）





「プルーと満月のむこう」


たからしげる／作　（あかね書房）





「りん姫あやかし草紙」


澤田徳子／作　（教育画劇）














